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節を受けていると考えられる．
　カプサイシン刺激による発現変動が，イントロ
ン領域にまで及んでいることが示された． 
【結論】
　対象としたうちの 8種の転写産物は，カプサイ
シン刺激により有意な発現上昇を示したことによ
り，カプサイシン依存的な因子の可能性，機能的
な意義があるのではないかということを示唆して
いるが，詳細については不明であり，今後の課題
とも言える．
